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岡田 実（拓殖大学） 

報告２ 開発協力のコメモレイションをめぐる一考察 

―中国・黒龍江省方正県における藤原長作の稲作協力を手掛かりに― 

 

2008 年に制作された羽田澄子監督映画「嗚呼 満蒙開拓団」は、日本の敗

戦に伴って満蒙開拓団を襲った悲劇と、今日に至る「残留婦人」「残留孤

児」のその後の足跡を当事者のインタビューで構成した作品である。 

 その映画の舞台となった方正県は、中国・黒龍江省ハルピン市の東に位

置する典型的な農村地帯である。この方正県に“中日友好園林”が設けら

れ、“日本人公墓”“中国養父母公墓”“藤原長作記念碑”“陳列館”な

どが整備されていることが、映画のモチーフとなった。 

 その中でも、改革開放直後の 1981 年に方正県に自費で単身乗り込み、地

元農民の家に寄宿しながら寒冷地稲作の技術協力に心血を注いで米の増産

に成功し、現地で記念碑が建立された岩手県沢内村出身の農民・藤原長作

の名前を知る日本人は少ない。 

 なぜ岩手県の一農民であった藤原が、中国で稲作協力をすることになっ

たのか？藤原はどのように現地で受け入れられ、なぜ逝去して既に 20 年が

経過した今も中国の人々の記憶に残され、記念されているのか？ 

 翻って戦後和解プロセスに関し、リチャード・ソロモンはかつて四つの

過程―①真実を明らかにすること、②「記憶化・記念化」すること、③補

償、④責任―を指摘したが、このうち①③④は 1972 年の日中国交正常化交

渉の際に議論され、一定の合意を得て共同声明が発出されたのに対し、③

の視点は具体的に論じられた形跡はほとんど見当たらない。 

 本報告においては、中国において公共の記憶を保持する一環として行わ

れる「ある歴史的出来事を記念・顕彰する行為」＝「コメモレイション

（commemoration）」を、「戦争のコメモレイション」、「国際人道主義の

コメモレイション」、「開発協力のコメモレイション」として腑分けす

る。そしてこれら 3 つが共存する記憶の場として方正県を事例として取り

上げ、そこで展開された藤原の協力を手掛かりとしつつ、日中戦後和解プ

ロセス、ひいては改革開放 40 年の中の「開発協力のコメモレイション」と

“共享記憶”について考察する。 


